
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
厚
生
労
働
省
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す

る
附
帯
決
議

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
三
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
独
立
行
政
法
人
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
及
び
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
管
理

部
門
等
の
組
織
の
効
率
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
り
諸
課
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
安

全
衛
生
総
合
研
究
所
の
労
働
災
害
防
止
に
係
る
基
礎
・
応
用
研
究
機
能
と
労
災
病
院
が
持
つ
臨
床
研
究
機
能
と
の
一
体
化
に

よ
る
研
究
の
充
実
な
ど
、
統
合
に
よ
る
相
乗
効
果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
有
効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
な
お
、
労
災

病
院
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
適
正
化
や
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
と
の
連
携
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。
ま

た
、
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の
調
査
研
究
業
務
に
つ
い
て
は
、
両
法
人
の
統
合
に
よ
り
後
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十

分
な
体
制
を
維
持
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
行
っ
て
い
る
未
払
賃
金
の

立
替
払
事
業
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。



二
、
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
が
中
小
企
業
従
業
員
の
老
後
の
生

活
保
障
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
退
職
金
の
支
払
原
資
と
な
る
資
産
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
設
置
す
る
資
産
運
用
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
経
済
・
金
融
等
の
専
門
知

識
を
有
し
つ
つ
労
使
の
考
え
を
代
表
し
て
議
論
を
行
う
者
を
参
画
さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
委
員
会
が
リ
ス
ク
管
理
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
更
な
る
普
及
の
た
め
、
広
報

活
動
等
の
取
組
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

三
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
福
祉
や
医
療
が
果
た
す
役
割
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

る
中
、
同
機
構
が
福
祉
及
び
医
療
の
分
野
に
お
け
る
政
策
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
資
金
を

必
要
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
等
に
対
す
る
融
資
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
金
融
庁
検
査
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
金
融
庁
に
お
け
る
必
要
な
体
制
の
整
備
等
、
検
査
の
実
効
性
を
確
保
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
廃
止

す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
年
金
担
保
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
代
替
措
置
を
講
じ
た
上
で
廃
止
す
る
こ

と
。

四
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
を
活
用
し



厚
生
労
働
省
の
職
員
等
に
対
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
や
機
能
強
化
に

努
め
る
こ
と
。

五
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
年
金
積
立
金
が
将
来
の
年
金
給
付
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
安
全
か
つ
効
率
的
な
運
用
に
万
全
を
期
す
た
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
株
式
市
場
及
び
債
券
市
場
に
与
え
る
影
響
に
配
慮

す
る
こ
と
。

六
、
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
及
び
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
に
お
け
る
資
産
運
用
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
専
門
性
向
上
な
ど
運
用
体
制
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
及
び
運
用
責

任
の
明
確
化
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
。

七
、
各
独
立
行
政
法
人
の
役
員
等
の
人
選
に
際
し
て
は
、
当
該
分
野
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
と

も
に
、
選
任
の
過
程
に
お
け
る
公
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


